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小
学
校
全
学
年
の
学
級
規
模
の

一
律
引
き
下
げ
は
４
０
年
ぶ
り
で

す
。
長
い
間
、
多
く
の
国
民
が
少
人

数
学
級
を
求
め
て
き
ま
し
た
。
そ
し

て
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で
、
子
ど
も
た

ち
に
手
厚
い
教
育
を
、
感
染
症
に
強

い
学
校
を
、
と
今
ま
で
に
な
い
多
く

の
人
々
が
声
を
上
げ
ま
し
た
。
数
百

の
地
方
議
会
、
校
長
会
や
教
育
委
員

会
の
全
国
団
体
も
少
人
数
学
級
を

求
め
ま
し
た
。
全
国
各
地
で
教
職

員
、
保
護
者
、
市
民
が
多
彩
な
と
り

く
み
を
重
ね
ま
し
た
。
今
回
の
合
意

は
、
こ
う
し
た
国
民
み
ん
な
で
つ
く

り
だ
し
た
重
要
な
前
進
で
す
。 

 

日
本
共
産
党
は
、
愛
知
県
で
も 

市
町
村
で
も
実
施
を
申
し
入
れ 

 

日
本
共
産
党
愛
知
県
委
員
会
は

昨
年
５
月
２
６
日
、
県
と
県
教
育
委

員
会
に
学
校
再
開
に
あ
た
っ
て
、 

・
感
染
防
止
の
た
め
に
も
１
ク
ラ
ス

の
人
数
を
で
き
る
限
り
少
な
く
す

る ・
教
職
員
を
増
員
す
る 

小
学
校
だ
け
３
５
人
を
５
年 

か
け
て
、
だ
け
で
は
不
十
分 

 

な
ぜ
体
も
大
き
く
、
思
春
期
で
手

厚
い
教
育
が
必
要
な
中
学
生
や
高

校
生
の
条
件
を
何
も
変
え
な
い
の

か
。
な
ぜ
最
低
限
の
身
体
的
距
離
を

と
る
の
も
難
し
い
３
５
人
な
の
か
。

欧
米
を
見
れ
ば
、
２
０
人
程
度
の
学

級
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
ま
す
。

当
面
、
小
中
高
全
体
で
３
０
人
学
級

を
可
能
な
限
り
早
く
実
施
す
る
計

画
の
も
と
に
、
予
算
編
成
を
行
う
べ

き
で
す
。 

多
人
数
の
学
級
で
は
、
少
な
く
な

い
子
ど
も
が
理
解
し
な
く
て
も
授

業
は
先
に
進
み
が
ち
で
す
。
コ
ロ
ナ

禍
の
分
散
登
校
で
一
時
的
に
２
０

人
以
下
の
学
級
で
教
わ
り
、
方
程
式

が
理
解
で
き
た
あ
る
生
徒
は
「
自
分

は
、
ば
か
で
は
な
か
っ
た
」
と
思
わ

ず
声
に
出
し
た
と
言
い
ま
す
。
み
ん

な
で
深
く
考
え
あ
う
豊
か
な
授
業

は
、
少
人
数
で
こ
そ
可
能
で
す
。 

子
ど
も
の
ケ
ア
と
い
う
点
で
も

少
人
数
学
級
が
急
が
れ
ま
す
。
教
員

は
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
個
性
を

理
解
し
、
子
ど
も
の
変
化
を
感
じ
取

り
な
が
ら
向
き
合
え
ま
す
。
一
律
指

導
で
大
声
を
出
す
必
要
も
な
く
な

り
ま
す
。
子
ど
も
同
士
の
関
係
も
、

安
心
で
落
ち
着
い
た
も
の
に
な
り

ま
す
。
こ
う
し
た
良
さ
が
実
感
で
き

た
か
ら
こ
そ
、
「
今
度
こ
そ
少
人
数

学
級
」
の
声
が
全
国
に
広
が
っ
た
の

・
教
室
（
代
替
施
設
）
を
増
や
す 

こ
と
な
ど
を
感
染
防
止
に
万
全

を
期
す
よ
う
申
し
入
れ
ま
し
た
。 

す
や
ま
初
美
・
党
県
副
委
員
長
、

み
よ
し
市
の
牧
田
み
つ
お
市
会
議

員
、
わ
し
の
恵
子
・
前
県
会
議
員
が

参
加
し
ま
し
た
（
上
写
真
）
。
み
よ

し
市
の
牧
田
議
員
は
、
み
よ
し
市
が

学
校
再
開
後
、
小
学
校
で
は
１
ク
ラ

ス
の
最
大
人
数
を
３
５
人
か
ら
２

８
人
程
度
に
減
ら
す
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
と
報
告
。
「
教
員
を
採
用

し
な
が
ら
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
す
べ
て
の
学
校
で
で
き
る

よ
う
に
、
県
に
も
支
援
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
教
員
を
や
っ
て
く
れ
る

人
が
い
な
い
の
も
事
実
だ
」
と
話
し

ま
し
た
。 

ま
た
、
１
１
月
２
日
、
大
村
秀

章
・
県
知
事
に
対
し
、
来
年
度
予
算

編
成
に
関
す
る
要
望
書
を
提
出
し
、

そ
の
な
か
で
、
し
も
お
く
奈
歩
・
前

県
会
議
員
は
、
党
に
寄
せ
ら
れ
た

「
狭
い
教
室
に
４
０
人
も
居
る
の

は
不
安
」
「
一
人
ひ
と
り
に
目
が
行

き
届
か
ず
変
化
に
気
づ
け
な
い
」
な

ど
の
声
を
紹
介
し
、
「
子
ど
も
た
ち

一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る
教
育

の
実
現
へ
、
少
人
数
学
級
の
拡
大
と

教
員
増
員
を
」
と
求
め
ま
し
た
。
応

対
し
た
県
財
政
課
予
算
担
当
課
長

は
「
要
請
内
容
は
知
事
と
関
係
部
局

に
伝
え
る
。
少
人
数
学
級
は
文
科
省

に
動
き
が
あ
る
の
で
注
視
し
た
い
」

と
答
え
ま
し
た
。 

   「
開
催
あ
り
き
」
で
は
な
く
、
た
く

さ
ん
準
備
は
進
め
て
こ
ら
れ
ま
し

た
が
、
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
開
催
の
是
非

に
つ
い
て
再
検
討
す
る
べ
き
で
す

と
提
案
し
ま
し
た
。 

 
で
す
。 

今
回
の
不
十
分
さ
の
根
底
に
は
、

教
育
に
お
金
を
か
け
な
い
自
公
政

権
の
姿
勢
が
あ
り
ま
す
。
国
内
総
生

産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
比
で
見
る
と
、
経
済

協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
加
盟

諸
国
で
最
低
ク
ラ
ス
の
教
育
予
算

水
準
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
政
権
の
姿

勢
を
改
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

（
日
本
共
産
党
愛
知
県
委
員
会
の

県
政
資
料
１
月
２
６
日
付
よ
り
） 

小
学
校
の
学
級
編
成
基
準
（
現
在

４
０
人
、
小
１
の
み
３
５
人
）
を
５

年
間
か
け
て
３
５
人
に
引
き
下
げ

る
こ
と
で
、
法
改
正
が
行
わ
れ
、
２

０
２
１
年
度
予
算
案
に
盛
り
込
ま

れ
ま
し
た
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 少 
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大
企
業
に
社
会
的
責
任
を
求
め

る
ト
ヨ
タ
総
行
動
が
今
年
も
行
わ

れ
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、
地
域
経

済
を
活
性
化
さ
せ
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
６
割

を
占
め
る
個
人
消
費
に
元
気
を
与

え
る
に
は
、
大
企
業
の
労
働
者
だ
け

で
な
く
、
下
請
け
企
業
を
始
め
中
小

零
細
企
業
の
労
働
者
の
賃
上
げ
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。 

２
月
１
１
日
に
、
豊
田
市
、
刈
谷

市
、
名
古
屋
市
内
で
左
記
の
よ
う
に

実
施
さ
れ
ま
す
。
第
４
２
回
ト
ヨ
タ

総
行
動
実
行
委
員
会
に
よ
る
、
ト
ヨ

タ
自
動
車
本
社
お
よ
び
グ
ル
ー
プ

企
業
へ
の
要
請
行
動
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
拡
大
に
よ
る
緊
急
事
態
宣

言
中
の
た
め
延
期
し
、
宣
言
解
除
後

に
改
め
て
実
施
す
る
計
画
と
し
て

い
ま
す
。 

豊
田
・
み
よ
し
地
域
社
会
保
障
推

進
協
議
会
（
準
備
会
）
主
催
の
学
習

会
が
、
豊
田
市
内
で
１
月
３
０
日
に

開
か
れ
、
２
０
人
弱
が
参
加
し
ま
し

た
。 講

師
は
愛
知
社
保
協
の
澤
田
・
副

議
長
。
社
保
協
（
社
会
保
障
推
進
協

議
会
）
と
は
？
「
高
齢
者
医
療
問
題
」

に
も
触
れ
て
、
と
題
し
て
、
目
的
、

歴
史
、
活
動
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を

さ
れ
ま
し
た
。 

社
保
協
は
、
医
療
関
係
者
、
労
働

組
合
、
高
齢
者
団
体
、
女
性
団 

体
、
政
党
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い

て
、
豊
田
市
・
み
よ
し
市
内
で
も
３

月
下
旬
に
地
域
社
保
協
を
立
ち
上

げ
よ
う
、
と
の
話
に
な
り
ま
し
た
。 

 

２
０
０
８
年
か
ら
始
ま
っ
た
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
は
、

自
民
党
内
か
ら
も
当
初
は
批
判
が

あ
っ
た
と
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

・
中
曽
根
康
弘
元
首
相 

 

後
期
高
齢
者
と
い
う
名
前
が
実

に
冷
た
い
機
械
的
な
名
前
だ
。
一
般

的
に
は
元
に
戻
せ
と
い
う
議
論
が

強
い
。
至
急
元
に
戻
し
て
新
し
く
も

う
一
回
考
え
直
す
と
い
う
姿
勢
を

は
っ
き
り
と
る
必
要
が
あ
る
。（
Ｔ

Ｂ
Ｓ
系
番
組
「
時
事
放
談
」
よ
り
） 

・
堀
内
光
雄
自
民
党
元
総
務
会
長 

「
私
を
含
め
た
７
５
歳
以
上
の
人

た
ち
は
も
は
や
用
済
み
と
ば
か
り

に
、
国
が
率
先
し
て
“
姥
（
う
ば
）

捨
て
山
”
を
作
っ
た
か
の
よ
う
な
印

象
を
受
け
る
」「
夫
婦
・
親
子
と
い

っ
た
社
会
を
構
成
す
る
基
本
の
単

位
に
ヒ
ビ
を
入
れ
る
よ
う
な
制
度

で
あ
る
」（「
文
芸
春
秋
」
よ
り
） 

 

 

トヨタ自動車本社 

 

 

 

 

核兵器禁止条約に日本政府も 

署名・批准するよう求める 

宣伝行動ご案内 

２月６日(土)13時 30分～ 

豊田市駅西側にて 

主催は豊田地域原水爆禁止協議会 

 


